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平成 21年度 
年次報告会における 

コーディネーターによる講評 
 
 
 
 

年次報告会（於 発明協会） 
農業高等学校 平成 22 年 1 月 22 日 
工業高等学校 平成 22 年 1 月 18 日 
商業高等学校 平成 22 年 1 月 21 日 
高等専門学校 平成 22 年 1 月 25 日 

 
 
 

 
この資料は、年次報告会において、各コーディネーターの先生方が、お話しになった講評を取り

まとめたもので、特に、コーディネーターの先生方の許可を得て掲載するものである。大きな観点

からの講評もあれば、実践的な観点からの講評もあるが、いずれも知的財産教育の実践に有用なも

のである。 

教員教官の学校が所属する学校区分の講評のみならず、他の学校区分の講評も役立つと思われる

ので、ぜひご覧になってほしい。 
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１）農業高等学校 （平成 22 年 1 月 22 日） 
   コーディネーター 

長崎県立島原農業高等学校 教諭   陳内 秀樹 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

北海道下川商業高等学校 教諭    佐藤 公敏 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
前 福岡県立小倉工業高等学校 校長  篭原 裕明 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
 

１－１）陳内 秀樹 コーディネーターの講評 
 (1)振り返り 

  ①各校の取り組みから 

各推進協力校で、先生方が自ら教材を開発・改善しながら知財教育を自分のものに

して、ご指導なさっています。そこには、生徒の素朴な実践に知財を見いだし結びつ

ける教師の目利きの力を感じます。しかも、知財教育が、授業の中で浮いたものにな

らず、各科目に有機的に結びつけて実践されていることはすばらしいことだと思いま

す。その教育展開からは、生徒も教師も、一緒になって創意工夫している姿が垣間見

え、生き生きとした学校の様子が思い描かれました。報告いただいたような様々な機

会で知財教育を推進されていること、例えば「更正の素」（伊佐農）や課題研究での

創意工夫（岩瀬農等）などは、農業教育では、知財の分野は決してあたらしいもので

はなく、そもそも扱っていたが、それに私たち教師が気づいてこなかっただけなので

はないかとの思いをあたらたにしました。 

②推進協力校を担って変わったこと 

推進協力校を担って、私たち教師にも変化があったのではないでしょうか。例え

ば、推進協力校担当以前は、「知財教育とはどのようなものですか？」と問われても、

答えることができませんでしたが、今、先生方が御自身の指導経験を基にそれぞれ

の知財教育観を語られていること、これはすばらしいことだと思います。  

知財教育を導入して、農業教育を「知財の視点」すなわち産業界の視点から見る

という体験を通して、私たちは、「どういう生徒を育てたいのか」と、改めてそれぞ

れが自身に問いかけながら授業をすすめてきたように思います。 

その中で生徒が、体験によって、理解が深まったりアイデアが生まれたりする「気

づき」を得て、それを研究活動等で具体化し、その中で知財の認識が生まれている

という、学習プロセスを通して、日々、成長していく姿に接し、知財が持つ教育効

果を実感してこられたことでしょう。 

(2)教材の開発・改善 

知財教育を取り入れる中で、いかに生徒の意欲を引き出すか、創造性を育むかとい

うことが、私たちの課題でした。そこで先生方がそれぞれ、教材を開発・改善し、生

徒の意欲や創造性を引き出す教育活動を展開してこられたことは、先ほどの発表のと

おりです。私も同様の気持ちで取り組んで参りましたので、いくつか事例として紹介
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します。ひとつは、授業内容に応じたＩＰＤＬの活用です。農業は産業ですから、そ

の生きた教材は、ＩＰＤＬにたくさんあります。例えば、意匠登録されている、農業

用被覆シート。これは、従来のフィルムマルチなら破って孔を開けて植え付けていた

ところを、あらかじめスリットを入れておくことで、破ることなく繰り返し使えるよ

うにしたものです。そのほかには、防虫網に害虫が嫌う銀糸を編み込んで効果を高め

たものなど、たくさんの事例があります。生徒に農業資材を発想させた後、このよう

なＩＰＤＬの事例を見せると、生徒たちは、その工夫の深さに感動します。「技術にふ

れて感動を覚える」ということを大切にしたいと思います。このような知財の授業の

結果、生徒の野帳（実習の記録）には、「今まで、ただの虫食いと思っていたものが、

勉強したあとで見ると、おもしろいものに思えてきました」等、専門科目の学習内容

そのものに興味が増す感想が増えてきました。 

   ここで、改めて、ＩＰＤＬをより身近に感じてもらうためにＩＰＤＬと品種登録ホ

ームページのデータを数点例示しました。ただいま各農業高校の先生方がご発表にな

った内容に関連するものです（実際の講評では、ここで各校の発表に関連した特許、

登録品種を数点例示した）。このように、ＩＰＤＬや品種登録ホームページは、 
１）教育効果の高いタイミングで、これらの公報に触れさせることができる。 
２）関連分野の先行技術・先行商標・先行品種を調べ、これらと異なったものの開発

につなげられる。 
３）自分たちが創造したものが、国の公報として世の中に知らされるということを知

って、学習意欲が高まる。 
等が期待されるすばらしい教材だと思います。 

ＩＰＤＬ以外にも、知財教育の教材は身の回りにたくさんあります。インテルの商

標は、ネーミング、ロゴマーク、タグラインという商標を構成する要素がわかりやす

く優れた教材になりますし、地域のおみやげ売り場は、商品開発のアイデアが満載で、

「この商品の知財権の取り扱いはどうなっているのだろうか？」等の疑問や気づきも

生まれる生きた教材です。 

(3)見えてきたやりたいこと 

   先生方の発表は、これからの知財教育の方向性を示すものでした。たとえば、授業

の工夫・改善の継続。知財教育の導入による農業教育そのものの深化。生徒のアイデ

アを生かして、知財権に結びつけ産業に活かすような指導力の必要性。系統だった指

導のあり方等です。そのほかにも、皆様様々な、気づきを得られた報告会だったと感

じています。ぜひ、各校に持ち帰っていただき、今後の実践に活かしていただければ

と思います。  
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知的財産教育推進協力校 年次報告会（農業）（ＰＰＴ資料） 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

 

知的財産教育推進協力校 年次報告会（農業）（ＰＰＴ資料） 
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１－２）佐藤 公敏 コーディネーターの講評 
平成 21 年度年次報告会 農業編（ＰＰＴ資料） 
 

    

 
 

    

 
 

    

 
 

 

１－２）佐藤 公敏 コーディネーターの講評 
平成 21 年度年次報告会 農業編（ＰＰＴ資料） 
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１－３）篭原 裕明 コーディネーターの講評 
グループ討議に参加して（まとめ） 

 

�知的財産教育の推進と体��り 

・知財教育の導入・・・先の読めない時代、こんな仕事が良いよと言えない時代、知財教

育を取り入れる必要性有り。 

・専門教科だけでなく、普通科での取り組みも。 

・教員研修の必要性・・・教員の資質の向上、指導方法の充実 

・校内職員研修会の実施・・・教員が知財関係を難しく思っている。生徒は知財学習を良

かったとの意見が多く出る。職員の意識改革が必要。 

・教員の連携と組織的な取り組みへ・・・（例：校内の農務会での情報共有。県の農業教

育研究会で知財の紹介。県内の推進協力校事業の連絡会を実施） 

・各校での知財セミナーに積極的に参加 

�体系的な知財学習の取り組みへ 

・１年次からの知財学習体系化と実践（例：知財学習は、１年知財セミナー、２、３年生

食品製造、食品流通、農業経済、実習などで。主に課題研究で実践へ。知財権の正しい

理解、知財を意識、創造性の向上） 

・先達の知財の取り組み事例を生かした教材化・・・（例：豚味噌の元祖・・「更正之素」

昭和７年から製造、昭和１３年専売特許・商標取得（伊佐農林高校）） 

・生徒の知財教育を受けての意識変化（例：アンケート結果５月・・わからない６０％  興

味ない２０％ １２月・・興味有り８０％ ※身近なテーマが良かった。） 

・標準テキスト活用・・・（例：総合編やマニュアルのほか、商標編、特許編、意匠編（専

門用語の学習も併せて）） 

・知財学習にビデオを活用 

・取り組みの中で IPDL を活用 

・商標やアイデア発想の取り組み・・マインドマッピング、KJ 法 

・ロゴ・ネーミング・タグライン・・・拒絶の事例と再登録へのチャレンジも教える 

・知財セミナーの実施・・・外部講師：弁理士・大学教官（身近な話に興味を示す） 

 

�地域・関係�関などとの連携 

・IPDL 検索や商標の登録の学習・・・専門のアドバイザーの支援 

・産学官・地域が連携した知財教育プロジェクトの実施・・・（例：県の研究センターと

農業・工業高校、地域（旅館組合）との連携（長崎県・島原）） 

・知財の成果物の地域活用・・・（例：ゴミ収集車への BDF 燃料の活用（島原）） 

・地元 NPO 法人との連携・・栄養学習を含めて 

・小学生を対象とした体験 
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・県主催の食育イベントへの参加 

・校内販売所を活用して地域にアピール 

・地域での商標紹介、学校開放講座 

・知財学習が新聞でも紹介された。 

�知財を生かした実��な�育へ 

・地道な調査・観察活動・・・例：栽培方法の観察、生産物での地域調査、地域資源の活

用 

・課題研究や部活動での商品開発を取り組む 

・新しい食品開発とブランドづくり・・・（例：差別化農産物へチャレンジ、地域の特産

の活用、ブランド品づくりへのチャレンジ） 

・地域の作物から新しい栽培法の研究・・・学校の寮での試食やアンケート調査実施 

・農業用機器・機材の開発・・（例：刈り払い機、農作業の簡易化、緑化、BDF 燃料など） 

・商標の学習とネーミング・・・（例：ラベルづくり（著作権の関係や食品表示の学習）） 

 
推進協力校事業年次報告会資料（ＰＰＴ資料） 
 

    

 
 

    
 

・県主催の食育イベントへの参加 

・校内販売所を活用して地域にアピール 

・地域での商標紹介、学校開放講座 

・知財学習が新聞でも紹介された。 

�知財を生かした実��な�育へ 

・地道な調査・観察活動・・・例：栽培方法の観察、生産物での地域調査、地域資源の活

用 

・課題研究や部活動での商品開発を取り組む 

・新しい食品開発とブランドづくり・・・（例：差別化農産物へチャレンジ、地域の特産

の活用、ブランド品づくりへのチャレンジ） 

・地域の作物から新しい栽培法の研究・・・学校の寮での試食やアンケート調査実施 

・農業用機器・機材の開発・・（例：刈り払い機、農作業の簡易化、緑化、BDF 燃料など） 

・商標の学習とネーミング・・・（例：ラベルづくり（著作権の関係や食品表示の学習）） 
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２）工業高等学校 （平成 22 年 1 月 18 日） 
  コーディネーター 

 長崎県教育庁高校教育課高校教育班 
課長補佐兼主任指導主事 梅野  剛 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

鹿児島県教育庁高校教育課 
指導主事兼産業教育係長   満丸  浩 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

愛媛県立今治工業高等学校 教諭      内藤 善文 氏（第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
前 福岡県立小倉工業高等学校 校長     篭原 裕明 氏（第３ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
 

２－１）梅野 剛 コーディネーターの講評 
 工業科における推進協力校の年次報告会において、各校の独創的な実践発表を伺い大変

感銘を受けました。また、推進協力校や知財に関する専門家との連携を深めることで、よ

り効果的な知的財産教育が展開できることを再確認することができました。 

 文部科学省が昨年告示した新しい「学習指導要領」（工業科）の科目「工業技術基礎」

の配慮事項において、これまでの「工業所有権を簡単に扱うこと」から、「知的財産権に

ついても扱うこと」とされたことにより、今後、ますますその指導方法や教材等が注目さ 

れるものと思います。その意味で、推進協力校の実践は、知的財産教育の有益なモデル（手

本）となるものだと確信します。 

 今後も、推進協力校の取組に注目し、全国の先生方との交流を深めるとともに、より効

果的な知的財産教育の実践に取り組んでいきたいと思います。 

 
２－２）満丸 浩 コーディネーターの講評 
平成２１年度 知的財産教育推進協力校の年次報告を終えて 

 

� ����の����え� 

「何故、知的財産教育を授業の中でやらないといけないのか」を議論していた時期が

ありましたが、教育現場では、知的財産教育が違和感なく導入されつつあります。本事

業の継続により、「やらされている」→「やってみる」→「もっとこうしたい」と意識

の変化を体験した前向きな教員が増えてきたことも一因かと思います。しかしながら、

全国のリーダーの教員は特許庁の施策、学習指導要領、世界情勢等、「何故」に応えて

いかなければ、更なる拡がり、各教科への浸透は停滞するかもしれません。常に一歩先

を。これは、全国知財・創造教育研究会が担う役割かもしれません。 

 

� 知的財産教育��校を��� 

知的財産教育を実践しているほとんどの学校では、元気が出てきているようです。次

の段階として、「中学校から高校への接続（例えば中退者対策）」、「高校から大学へ
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の接続（理工学部への進学者増）」、「学校・学科間連携」など新たな視点での教育活

動の実践例が増えればと思います。教科「知的財産」があればよいのですが、教育活動

全体の中で、できるポイントを探して知的財産教育を実践することが大切だと思います。 

 

� ����工� 

福岡の工業部会の中に知財委員会があることは、県の確かな継続性を感じます。本年度、

鹿児島が立ち上げた各部会横断の連絡協議会も注目されると思います。校内は、もちろん

ですが、県レベルでのバックアップ体制が、入り口で躊躇している教員を後押ししてくれ

ると思います。 

 

２－３）内藤 善文 コーディネーターの講評 
平成 21 年度 年次報告会（工業）第２グループに対する講評 

 
� ��に��� 

  経験の浅い学校では、まず、先進校で実践されている内容を素直に取り入れながら、

反省点や課題を見付け出し、新たに教材開発をするなどの取り組みがみられた。こうし

たやり方で、知財教育の敷居を低くし、経験が少なくても悩むことなく実践が図れるよ

うになる。今後、各学校で、先進校で実践されている教育方法や内容を積極的に取り入

れて、それを更に発展させてほしい。 
 
� ��工��� 

年次報告がなされたほとんどの学校において、制度に関する学習の他に、生徒たちの

発想力を高めるための教育への模索が見られた。具体的には、紙でタワーを創作させる

創意工夫演習などの取り組みである。紙タワー以外に、各学校で独自に工夫した教材（牛

乳パックの創作やバルーン風船をより遠くに飛ばす工夫など）が発表された。今後とも、

教材開発に力を注いでいただきたい。 
 

� ���� 

  特許電子図書館（ＩＰＤＬ）による特許情報検索の教育方法として、課題プリントを

活用した教育が有効であるという発表があった。易しい問題から徐々に難易度の高い問

題までを並べておけば、生徒一人あるいはグループで自主的に学習ができるという内容

であった。是非、この教材を発展させてワークブックを作成していただきたい。 
 
� ����� 

  校内アイデアコンテストの結果を掲載するなど、知財に関する記事を掲載した校内新

聞を制作した学校があった。是非、今後も続けていただきたい。 



— 131 —

 

 
� ���� 

  小学校で知財に関する出前授業を計画した学校があった。インフルエンザの影響で実

施は見送られたそうであるが、こうした交流学習において知財が題材になれば大変良い

効果が期待できる。今後とも継続してほしい。 
 
� ������ー��グ�� 

  教職員を対象に、フリーソフトの「フリーマインド」を活用して、マインドマップを

描きながら、ブレインストーミングの研修をした学校があった。今後、こうした発想訓

練は教育現場でも導入されそうである。 
 
� ��に�に������� 

  特別支援教育学校からの要望を受け、様々な発明品を製作し、役に立っているという

学校の発表があった。創意工夫演習などで頭脳を柔らかくしたままで終わったのでは、

自己満足でしかない。柔らかくした頭脳を使って、社会に役立つものを創作して、初め

て「知財教育」の価値が生まれる。今後とも、すばらしいこうした実践を推進してほし

い。 
 
� ��と�� 

  推進協力校でなくなったとき、即ち予算がなくなったときに、知財教育をそのまま継

続して推進できるかどうかが課題である。今の予算を有効に活用し、将来を見越して教

材を整備したり、人脈を築いたりすることが大切である。調べてみれば、周りには支援

してくれる団体や個人が多いことに気付く。是非、継続して知財教育を推進していただ

きたい。 
 
２－４）篭原 裕明 コーディネーターの講評 
グループ討議に参加して（まとめ） 

�知財教育推進体制 

 ・知財教育を学校の教育に生かしている（例：定時制への知財教育の導入の大切さ） 

 ・まず、出来ることから始めよう・・・（例：管理職の支援。教員側の意識の変化。同

窓会にも入ってもらった） 

 ・校内の委員会が機能化・・・・個人の取組から学校全体の取組へ 

 ・指導内容の体系化・・・学年を追って（例：１年生喚起、２年は生かす、３年は発展） 

 ・推進協力校としての取組・・啓蒙の活動から具体化へ 

 ・地域の連携の取組を呼びかけ 

 ・知財教育の時間不足。１年生段階からの計画的な実施の必要性 
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 ・発明アイデアが工業高校には大切・・・体系的に１年生から進め、授業に入れていく

工夫の必要性 

 ・普通教科への展開・・・（例：ディスカッションできたが行動までならなかった） 

�知財教育の意義と生徒の指導 

 ・知財権からの職業感の育成、就職活動・・・産業と職業（教員より知財権の教育を） 

 ・校長が前任校で特許を取得・・・特許は近いところにある。と指導 

�地�・専門人材などとの連携 

 ・知財マインドの醸成・・・弁理士の講演会の実施（例：高校生のための知財入門・・

余り難しくならないように。地元の知財事例に生徒は興味をしめす。） 

 ・知財の講演会・・・生徒の反応 ９３％が前向きの回答（電子紙芝居で分かりやすい） 

 ・地元企業や大学と連携した知財創造性育成の実践（企業・大学との連携の必要性）・・・

地元企業や大学の知財にふれる大切さ。 

 ・地元での特許取得者の講演会・・特許の意義など 

 ・実践の報告は地元からの反応が良かった・・・地元への発信が必要 

��のづくりなどの実践を通して 

 ・周年事業作品の制作 

 ・専門分野に関する製作・・・知財の取組で立体感のある課題研究を実施できた。実施

メーカーの特許侵害の調査と改良。創造性・アイデア力の向上（有効に企業、大学、

関係機関など専門人材の支援を受けている例が多数有り） 

 ・コンペの参加・・・デザイン関係 

 ・資格と知財の関連づけ・・・レタリング（商標）・トレース（図面）・カラーコーデ

ィネータ（デザインの色）・パソコン検定（モラル） 

 ・学校主催のデザインコンペやアイデアコンテストの実施・・・コンペへ参加して実践

的考案をしていこうとする生徒が増えている（問題解決力・創造力・発想力の育成・・・

失敗を捨ててしまうのではなく！） 

�要� 

・標準テキストと難しい部分は DVD 活用・・→更に充実してほしい。 
 
篭原裕明コーディネーターの推進協力校事業年次報告会資料（ＰＰＴ資料）は、農業高

等学校の欄（P.121～P.128）に掲載し、ここでは省略します。農業高等学校の欄を参照して

ください。 
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３）商業高等学校 （平成 22 年 1 月 21 日） 
   コーディネーター  

北海道下川商業高等学校 教諭    佐藤 公敏 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

前 福岡県立小倉工業高等学校 校長  篭原 裕明 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
長崎県立島原農業高等学校 教諭   陳内 秀樹 氏（第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 
３‐１）佐藤 公敏 コーディネーターの講評 
  平成 21 年度年次報告会 商業編（ＰＰＴ資料） 
 

    

 
 

    

 
 

 

３）商業高等学校 （平成 22 年 1 月 21 日） 
   コーディネーター  

北海道下川商業高等学校 教諭    佐藤 公敏 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

前 福岡県立小倉工業高等学校 校長  篭原 裕明 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
長崎県立島原農業高等学校 教諭   陳内 秀樹 氏（第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 

 
３‐１）佐藤 公敏 コーディネーターの講評 
  平成 21 年度年次報告会 商業編（ＰＰＴ資料） 
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３‐２）篭原 裕明 コーディネーターの講評 
グループ討議に参加して（まとめ） 

 

�知財教育推進体制と実施内� 

・１年生から段階的な取り組みの必要性・・ビジネス基礎→文書デザイン→課題研究 

・学校設定科目（起業実践）での実施 

・委員会の設置と、校内連携の必要性 

・推進体制作り・・・（例：昨年の１科１クラスから５クラス全体で始めたため経験者

が拡散、連携の必要性あり。関わる教員が増えた） 

・指定校経験後の知財教育の継続の必要性・・全校での取り組みに展開へ（例：各授業

で学習・・関連するところでふれる取り組みへと提起＝「現代社会」・・概論、モラ

ル「総合的な学習の時間」・・１時間（意識付け）「国語表現」・・１限目授業（著

作権が無くなるとどうなる）２限目に発表（まとめ｛生徒まとめ→文化の発展が無く

なる｝） 

・クラス新聞の取り組み・知財の発表会 

・教員の指導力・・レベルアップを目指しセミナーや実践報告会への参加（例：授業で

の取り組みをアップするために、・文化祭テーマとしても取り組み） 

・商標登録伝達式を実施・・・卒業生を迎えて 

�地域などでの連携 

・地元商店街との連携・・専門学校と組んでのキャラクター展開、定期市など 

・地元専門高校同士の連携・・・連携の商品の開発 

・高大連携で商品開発に参加・・・企業との商品開発に共同参画 

・知財での活性化・・・地域での定着！を目指した 

・地域連携、人的ネットワーク（貴重な財産） 

�商品開発など�体的な実践 

・アイデアの創造・・・（例：グループワーク（ＫＪ法）の展開。オブザベーション（観

察法）（ヨーグルトの食べ方→ワークシートの活用便利さの追求。マヨネーズのパッ

ク→ 不便・不満・不足・不十分の調査）） 

・支援アドバイザーによる IPDL の講義と実習 

・弁理士の講義、指導 

・地元企業や同窓生企業との連携 

・机上プランニングでのワークシートの活用 

・地元特産品の活用・・・地元商工会や自治体の支援例もあり 

・試作は生徒で、商品化は地元業者と連携 

・バーチャルカンパニー登録・・例：NPO 法人（費用がかかる） 

・商品にあわせたネーミング、ロゴマークの作成・・・商標取得事例有り 
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・町の商工会へ相談 

・地域の祭りでの販売を実施（瞬く間に売れてしまう・・アンケートによるニーズ把握） 

・校内で体験できない、ビジネス体験を目指す 

・部活動での商品開発の実践の深まり 

・商標は信用の証・・・消費者に認められてブランドの講演 
 
篭原裕明コーディネーターの推進協力校事業年次報告会資料（ＰＰＴ資料）は、農業高

等学校の欄（P.121～P.128）に掲載し、ここでは省略します。農業高等学校の欄を参照して

ください。 
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４）高等専門学校 （平成 22 年 1 月 25 日） 
  コーディネーター 

（財）茨城県中小企業振興公社 総括ﾃｸﾉｴｷｽﾊﾟｰﾄ 金子 紀夫 氏（第１ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
   前 福岡県立小倉工業高等学校 校長      篭原 裕明 氏（第２ｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
 
４‐１）金子 紀夫 コーディネーターの講評 
八つの指摘事項 

 

�）定着化しつつあるもの 

 第一に卒業研究の過程で IPDL 検索を実施することは、定着化しつつあります。今後、調

査した特許案件を卒業研究報告書巻末の参考文献リストに記載して記録に残すよう指導を

期待します。 

 第二に、パテントコンテストに参加することも、定着化しつつあります。第一の目標は

採択ですが、採択後の断念が無いように指導を望みます。出願から中間処理のプロセスを

弁理士と共同で進める過程で、教員も学ぶことが多いと思われます。 

 さらに今後は、知財検定（知的財産管理技能検定）の取得も力を入れ、モチベーション

の向上を推進していただきたい。多くの企業がこの検定に注目していることを学生に徹底

することを望みます。 

 

�）外部講師 

 外部講師を安易に活用することに関しては、気をつける必要があります。即ち、高専専

任教員が、一貫方針を持つ幹として学生を指導し、その指導内容の一部を、枝として外部

専門講師に指導を依頼すべきだと考えます。 

 学内教員の各教科の指導の中に、知財教育的要素（歴史上の人物、取得・失敗特許など）

を取り込み、見掛け上の教員人口を増やすこと考えていただきたい。その場合、学生が各

教科と知的財産を別個のものとして捉えないように指導すべきだと考えます。 

 

�）教員の研修 

 教員は、学生より常に数枚上のレベルにいるように、心がける必要があります。特許庁

などが主催する、IPDL や初心者講習などの研修には積極的に参加して腕を磨くことが望ま

しいと考えます。 

 特に特許制度は絶えず見直しがあり、また著作権制度は学校の現場で問題になるケース

があるのでタイムリーな対応が大切だと思います。 
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�）学内発明委員会 

 学内教育委員会は、単に教職員の発明に関する審議の場に留まらず、知的財産教育のあ

るべき姿（具体的な知的財産活動、パテントコンテスト参加作品の選定、知的財産教育の

企画・進捗管理等）を論ずる場としても活用することを勧めます。知財確保は高専の一つ

のミッションであり、出来るだけ多くの教員が教育も含めて話し合うことが肝要です。 

 この場合、教育の根幹方針を本科および専攻科を通して一元的に議論すべきことは言う

までもありません。 

 

�）文系教員 

 一般的には、知的財産を指導する教員には、理工系の教員が多いですが、文系を専門と

する教員も大切です。即ち、法学・倫理・地理・歴史等の講義の中に、知的財産に関連す

ることも含めていただき、理工系教官の指導と合わせて、バランスのとれたものにするこ

とが好ましいと考えます。低学年からの一貫教育の形態にもなるかと思います。 

 また、特許明細書は一種の法律文書であり、国語力および論理力が問われるので、文系

教員の参加できる部分も少なくありません。 

 

�）ビジュアルな教材 

 パテントトロール、キャノンの特許戦略、特許訴訟など新聞・テレビの報道記事にある、

生きたビジュアルな教材を「INPIT」「発明協会」等が準備し、各校の要望に応じて、貸し

出しできる体制を整えていただきたいと思います。効果は大いに期待できます。 

 将来は副読本として、特許事件を事例集としてまとめることを上記機関にて検討してい

ただきたいと思います。 

 

�）発想法の訓練 

 発想訓練法に関して標準テキストの記載は少なく、教育現場で創意工夫していますが、

ブレインストーミング、KJ 法、TRIZ 法などを単なる手法の紹介や、モデル訓練に終わらせ

ることのないように配慮していただきたいと思います。 

 即ち、発想の結果を文章にまとめることが重要であり、発明説明書や特許明細書の形に

整え、権利化に備える訓練も大切です。 

 

��産学連携・インターンシップ 

 産学連携は教員にとって、発明創出の泉ですが、出来るだけ学生も参加させ、企業の持

つ知財マインドを体験させることも大切だと考えます。 

 インターンシップでは、近傍の特許事務所や各都道府県の知的所有権センターも対象に

したらどうでしょうか。最近、知財教育を受けた学生で、弁理士や企業の知財部を志望す

る者も目立ち、国が目指す知財人口増大の一助となり得ると思います。 
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４‐２）篭原 裕明 コーディネーターの講評 
グループ討議に参加して（まとめ） 

�知財教育と創成教育の��が�� 

 ・創造力と問題解決能力のある実務的な技術者の育成 

 ・知的創造力と知財マインドの育成 

�体�的な授業�� 

 ・現代社会・地理・法学・産業財産権論・技術者倫理・インターンシップ 

 ・専攻科の複合創造実験  創成科目創成実験 

 ・本科・専攻科への継続したプログラムが必要 

 ・本科での知財教育の実施、専攻科の特色ある取り組み 

�研修会や講�会の活用 

 ・全体的に計画的に行われている 

 ・教員向けの研修会や学生向けセミナーなど 

 （外部人材に単純頼ることの弊害はないのか・・有効な活用と連携の必要性） 

�地�での活�、地�と連携（企業・高校出前授業・小中学生へ） 

�知財の���起と教材の�� 

  ・パテントコンテストへの応募 

 ・知財検定の活用 

��ットで生きた知財の情報を生かす 

 ・身近な情報提供、国際レベルでの情報、知財を取らないと何が起こるか 

 ・生の知識を教える。 

 ・新しい技術と判断能力。 

�校内への�識�けと組�的な取り組みへ 

  ・知財教育の推進と指導できる教員の育成 

・校内での７つの提言の実施（例） 

�出された要�  

 ・１～２時間で出来る教材がほしい・・アイデアの出し方などを出せる内容を。 

 ・多くのケーススタディや判例を入れる。 

  ・新しい生きた技術やライフサイクルに基づいた実際の事例。 

 

篭原裕明コーディネーターの推進協力校事業年次報告会資料（ＰＰＴ資料）は、農業高

等学校の欄（P.121～P.128）に掲載し、ここでは省略します。農業高等学校の欄を参照して

ください。 
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